
(57)【要約】

【課題】超弾性合金パイプに外皮を被覆しただけの構成

でも、人体内への挿入にとって最適の可撓性を得ること

ができる内視鏡の可撓管を提供すること。

【解決手段】超弾性合金パイプ１１の外周面を囲む状態

に外皮１２が被覆された構成の内視鏡の可撓管において

、超弾性合金パイプ１１に、軸線方向に間隔をあけて、

複数の細長い周方向スリット１３，１３′を形成し、周

方向スリット１３，１３′が、超弾性合金パイプ１１の

軸線に垂直な断面上において、間隔をあけて複数箇所に

あるようにする。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 弾 性 合 金 パ イ プ の 外 周 面 を 囲 む 状 態 に 外 皮 が 被 覆 さ れ た 構 成 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 に お い て
、
　 上 記 超 弾 性 合 金 パ イ プ に 、 軸 線 方 向 に 間 隔 を あ け て 、 複 数 の 細 長 い 周 方 向 ス リ ッ ト を 形
成 し た こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 周 方 向 ス リ ッ ト が 、 上 記 超 弾 性 合 金 パ イ プ の 軸 線 に 垂 直 な 断 面 上 に お い て 、 間 隔 を あ
け て 複 数 箇 所 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 超 弾 性 合 金 パ イ プ の 軸 線 に 垂 直 な 第 １ の 断 面 に お い て は 、 １ ８ ０ ° 対 称 の 位 置 に 二 つ
の 周 方 向 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ 、 上 記 第 １ の 断 面 と 軸 線 方 向 に 位 置 を ず ら し た 第 ２ の 断 面 に
お い て は 、 上 記 第 １ の 断 面 の 周 方 向 ス リ ッ ト に 対 し て ９ ０ ° 位 相 を 変 え て １ ８ ０ ° 対 称 の
位 置 に 二 つ の 周 方 向 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ 、 上 記 第 １ の 断 面 と 上 記 第 ２ の 断 面 と が 交 互 に 配
置 さ れ て い る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 第 １ の 断 面 の 周 方 向 ス リ ッ ト と 上 記 第 ２ の 断 面 の 周 方 向 ス リ ッ ト と が 軸 線 方 向 か ら 見
た と き 重 な り 合 わ な い 位 置 関 係 に 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ 記 載 の 内 視 鏡 の 可 撓
管 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 周 方 向 ス リ ッ ト の 周 方 向 長 さ を そ の 周 方 向 ス リ ッ ト が 位 置 し て い る 方 向 に よ っ て 相 違
さ せ る こ と に よ り 、 可 撓 性 が 向 き に よ っ て 相 違 し て い る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４ 記 載 の 内
視 鏡 の 可 撓 管 。
【 請 求 項 ６ 】
上 記 各 周 方 向 ス リ ッ ト の 周 方 向 長 さ と 軸 線 方 向 の 配 置 間 隔 の 少 な く と も 一 方 を 変 化 さ せ る
こ と に よ り 、 可 撓 性 が 途 中 で 変 化 し て い る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 又 は ５ 記 載 の 内 視 鏡 の 可
撓 管 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 内 視 鏡 の 可 撓 管 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 の 可 撓 管 は 一 般 に 、 金 属 螺 旋 管 の 外 周 に 網 状 管 を 被 覆 し て 、 そ の 外 周 に さ ら に 可
撓 性 チ ュ ー ブ 等 か ら な る 外 皮 を 被 覆 し た 構 成 に な っ て い る 。 し か し 、 極 細 径 の 内 視 鏡 等 の
場 合 は そ の よ う な 構 成 を 採 る の が 難 し い の で 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ の 外 周 面 に 外 皮 を 被 覆 し
た 構 成 を 採 用 し て い る （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ３ ３ ２ ８ ２ ２
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 述 の よ う に 超 弾 性 合 金 パ イ プ に 外 皮 を 被 覆 し た だ け の 構 成 で は 、 超 弾 性 合 金
パ イ プ の 肉 厚 を 強 度 に 支 障 の な い 限 界 程 度 ま で 薄 く し て も 可 撓 性 が 足 り ず 、 や や 硬 す ぎ る
特 性 に な っ て し ま う た め 挿 入 性 が 芳 し く な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 内 視 鏡 の 可 撓 管 は 、 先 寄 り の 部 分 は 体 内 で 臓 器 の 形 状 に 沿 っ て よ く 曲 が る よ う に
可 撓 性 を 大 き く し 、 手 元 寄 り の 部 分 は 押 し 込 み 操 作 の 際 に 大 き く 蛇 行 し な い よ う に あ る 程
度 以 上 の 硬 さ を 与 え る の が 好 ま し い が 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ に 外 皮 を 被 覆 し た だ け の 構 成 で
は そ の よ う な 特 性 を 得 る こ と が で き ず 、 そ れ に よ る 挿 入 性 の 悪 さ も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 そ こ で 本 発 明 は 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ に 外 皮 を 被 覆 し た だ け の 構 成 で も 、 人 体 内 へ の 挿 入
に と っ て 最 適 の 可 撓 性 を 得 る こ と が で き る 内 視 鏡 の 可 撓 管 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 は 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ の 外 周 面 を
囲 む 状 態 に 外 皮 が 被 覆 さ れ た 構 成 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 に お い て 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ に 、 軸 線
方 向 に 間 隔 を あ け て 、 複 数 の 細 長 い 周 方 向 ス リ ッ ト を 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 な お 、 周 方 向 ス リ ッ ト が 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ の 軸 線 に 垂 直 な 断 面 上 に お い て 、 間 隔 を あ
け て 複 数 箇 所 に 形 成 さ れ て い て も よ く 、 そ の 場 合 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ の 軸 線 に 垂 直 な 第 １
の 断 面 に お い て は 、 １ ８ ０ ° 対 称 の 位 置 に 二 つ の 周 方 向 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ 、 第 １ の 断 面
と 軸 線 方 向 に 位 置 を ず ら し た 第 ２ の 断 面 に お い て は 、 第 １ の 断 面 の 周 方 向 ス リ ッ ト に 対 し
て ９ ０ ° 位 相 を 変 え て １ ８ ０ ° 対 称 の 位 置 に 二 つ の 周 方 向 ス リ ッ ト が 形 成 さ れ 、 第 １ の 断
面 と 第 ２ の 断 面 と が 交 互 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 第 １ の 断 面 の 周 方 向 ス リ ッ ト と 第 ２ の 断 面 の 周 方 向 ス リ ッ ト と が 軸 線 方 向 か ら 見
た と き 重 な り 合 わ な い 位 置 関 係 に 形 成 さ れ て い る と 強 度 的 に 優 れ た 内 視 鏡 の 可 撓 管 を 構 成
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 周 方 向 ス リ ッ ト の 周 方 向 長 さ を そ の 周 方 向 ス リ ッ ト が 位 置 し て い る 方 向 に よ っ て
相 違 さ せ る こ と に よ り 、 可 撓 性 が 向 き に よ っ て 相 違 す る よ う に し て も よ く 、 各 周 方 向 ス リ
ッ ト の 周 方 向 長 さ と 軸 線 方 向 の 配 置 間 隔 の 少 な く と も 一 方 を 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 可 撓
性 を 途 中 で 変 化 さ せ て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ に 、 軸 線 方 向 に 間 隔 を あ け て 、 複 数 の 細 長 い 周 方 向
ス リ ッ ト を 形 成 し た こ と に よ り 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ に 外 皮 を 被 覆 し た だ け の 構 成 で も 、 人
体 内 へ の 挿 入 に と っ て 最 適 の 可 撓 性 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 超 弾 性 合 金 パ イ プ の 外 周 面 を 囲 む 状 態 に 外 皮 が 被 覆 さ れ た 構 成 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 に お い
て 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ に 、 軸 線 方 向 に 間 隔 を あ け て 、 複 数 の 細 長 い 周 方 向 ス リ ッ ト を 形 成
す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ３ は 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 し て お り 、 可 撓 性 の 挿 入 部 １ の 先 端 部 分 に 湾 曲 部 ２ が 形 成
さ れ て 、 観 察 窓 ４ 等 が 配 置 さ れ た 先 端 部 本 体 ３ が 湾 曲 部 ２ の 先 端 に 連 結 さ れ て い る 。 挿 入
部 １ の 基 端 に 連 結 さ れ た 操 作 部 ５ に は 、 湾 曲 部 ２ を 屈 曲 操 作 す る た め の 湾 曲 操 作 ノ ブ ６ 等
が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 挿 入 部 １ を 外 装 す る 可 撓 管 を 示 し て お り 、 そ の 内 部 に 挿 通 配 置 さ れ て い る 光 学
繊 維 束 や チ ュ ー ブ 類 は 図 示 が 省 略 さ れ て い る 。 な お 、 電 子 内 視 鏡 の 場 合 に は 撮 像 信 号 伝 送
ケ ー ブ ル 等 も 挿 通 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 内 視 鏡 の 可 撓 管 は 、 形 状 記 憶 特 性 を 有 す る 例 え ば Ｔ ｉ － Ｎ ｉ 系 の 超 弾 性 合 金 パ イ プ １ １
の 外 周 面 を 、 例 え ば ポ リ エ チ レ ン 系 又 は ポ リ ウ レ タ ン 系 等 の よ う な 可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な
る 外 皮 １ ２ に よ り 密 着 被 覆 し て 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 外 皮 １ ２ と し て は 、 熱 収 縮 チ ュ ー
ブ を 用 い て も よ く 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ １ １ の 外 面 に 合 成 樹 脂 を 直 接 押 出 成 形 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 超 弾 性 合 金 パ イ プ １ １ に は 、 軸 線 方 向 に 間 隔 を あ け て 複 数 の 細 長 い 周 方 向 ス リ ッ ト １ ３
， １ ３ ′ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 実 施 例 に お い て は 、 II－ II断 面 を 図 示 す る 図 ２ に も 示 さ
れ る よ う に 、 超 弾 性 合 金 パ イ プ １ １ の 軸 線 に 垂 直 な 第 １ の 断 面 に お い て は 、 １ ８ ０ ° 対 称
の 位 置 に 二 つ の 周 方 向 ス リ ッ ト １ ３ が 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 第 １ の 断 面 （ II－ II断 面 ） と 軸 線 方 向 に 位 置 を ず ら し た 第 ２ の 断 面 に お い て は
、 第 １ の 断 面 の 周 方 向 ス リ ッ ト １ ３ に 対 し て ９ ０ ° 位 相 を 変 え て １ ８ ０ ° 対 称 の 位 置 に 二
つ の 周 方 向 ス リ ッ ト １ ３ ′ が 間 隔 を あ け て 形 成 さ れ 、 そ の よ う な 周 方 向 ス リ ッ ト １ ３ ， １
３ ′ が 形 成 さ れ た 第 １ と 第 ２ の 断 面 が 交 互 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 周 方 向 ス リ ッ ト １ ３ の 周 方 向 長 さ と 軸 線 方 向 の 配 置 間 隔 を 適 切 に 選 択 す る
こ と に よ っ て 、 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 可 撓 性 を そ の 内 視 鏡 の 挿 入 性 に 最 も 適 し た 硬 さ に 任 意 に
設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 な お 、 こ の 実 施 例 の よ う に 第 １ の 断 面 の 周 方 向 ス リ ッ ト １ ３ と 第 ２ の 断 面 の 周 方 向 ス リ
ッ ト １ ３ ′ の 周 方 向 長 さ を 共 に ９ ０ ° 未 満 に 形 成 し て 、 軸 線 と 平 行 方 向 か ら 見 た と き に 第
１ の 断 面 の 周 方 向 ス リ ッ ト １ ３ と 第 ２ の 断 面 の 周 方 向 ス リ ッ ト １ ３ ′ と が 重 な り 合 わ な い
よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 重 な り 合 う 部 分 が あ る 場 合 に 比 べ て 格 段 に 優 れ た 機 械 的 強 度
を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 さ れ る 例 の よ う に 、 第 １ の 断 面 の 周 方 向 ス リ ッ ト １ ３ と 第 ２ の 断 面 の 周
方 向 ス リ ッ ト １ ３ ′ の 周 方 向 長 さ を 異 な ら せ る こ と に よ り 、 例 え ば 上 下 方 向 の 可 撓 性 を 左
右 方 向 の 可 撓 性 よ り 大 き く す る 等 、 軸 線 周 り の 方 向 に よ っ て 可 撓 性 を 異 な ら せ る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 さ れ る 例 の よ う に 、 周 方 向 ス リ ッ ト １ ３ ， １ ３ ′ の 周 方 向 長 さ と 軸 線 方
向 の 配 置 間 隔 の 両 方 又 は 一 方 を 途 中 で 変 化 さ せ る こ と に よ り 、 可 撓 性 を 長 手 方 向 の 途 中 で
変 化 さ せ て 、 例 え ば 、 挿 入 部 １ の 先 端 寄 り の 部 分 １ Ａ の 可 撓 性 を 手 元 寄 り の 部 分 １ Ｂ の 可
撓 性 よ り 大 き く 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 本 発 明 は 極 細 径 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 だ け で な く 、 極 細 径 よ り 太 い 一 般 的 な 径 の 内 視
鏡 の 可 撓 管 に 適 用 す る こ と も で き る 。 ま た 、 操 作 部 ５ と 図 示 さ れ て い な い コ ネ ク タ 部 と を
連 結 す る 連 結 可 撓 管 に 適 用 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 正 面 断 面 図 （ 図 １ に お け る II－ II断 面
図 ） で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 が 適 用 さ れ た 内 視 鏡 の 全 体 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 正 面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 例 の 内 視 鏡 の 可 撓 管 の 側 面 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ 　 挿 入 部
　 １ １ 　 超 弾 性 合 金 パ イ プ
　 １ ２ 　 外 皮
　 １ ３ ， １ ３ ′ 　 周 方 向 ス リ ッ ト
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